理事会議事録　　　　　　　　　　　　令和元年8月5日（月）20：00～21：00
1.平成30年度決算承認




　出口事業局長不在により、形見監査委員長から、「収支報告書、各種通帳等の確認を行い、監査委員会では、平成30年4月1日から平成31年3月31日の平成30年度の決算報告書の監査を実施しました結果、適正妥当に行われているものと認めました。」との監査報告があった。併せて、二見・岩村会計事務所の監査報告も資料とされた。以上より、拍手によって全会一致で承認された。
2.令和元年度予算審議・決定



　事業局長に代わり佐藤会長が30年度の決算をもとに作成された令和元年度の予算案を読み上げた。昨年の決算と比較して予算が大きいものとして、国外留学助成金事業費、学生援助費、研修医協力費、学会助成金事業費、事務局設備投資費（パソコンのアップグレードのための購入）が挙げられた。本予算案に対して、拍手によって全会一致で承認があった。
3.令和元年度第一回国外留学助成金審査・決定



不在の筒井学術局長に代わって大西議長から、高橋耕治先生（H18年卒）から申請があったことが報告された。筒井学術局長による第一次審査の通過と、会費は完納されている旨の説明があり、全会一致で予算内満額の25万円が交付されることが決定した。 
 　
4.令和元年度研究助成金/奨励金審査・決定

学術局長に代わって、佐藤会長が「選考過程についての説明」を代読した。
研究助成金4件、研究奨励金5件の申請があり、学外評価委員16名の採点を集計した審査結果が資料とされた。その結果、評価委員による最高点を獲得された研究助成金部門の中村信嗣先生（H16年卒）と研究奨励金部門の守時政宏先生（H21年卒）が、理事の満場一致の拍手で受賞者に決定した。
5.令和元年度学会助成金審査・決定　　



前回の理事会で学会助成金の応募締切は開催前年の6月末と決定した。ただし本年は締切期日移行年であるため、本年開催の学会は、これまで通り3月末までの申請を受け付けた。
本年6月末までの申請（来年開催）は、「国際複合医工学学術集会（消化器・神経内科学）（2020年開催）」の1件だけで、本年3月末までの申請（今年開催）は「第29回日本循環薬理学会（薬理学）（2019年11月開催）」の1件であった。
既に今年度開催の学会への助成は、前回理事会で3件決定しており、それに今回の申請を加えると以下の4件となり、合計金額が今年度予算案に反映されることが確認された。
①IPOKRa TES JAPAN 2019(小児科）
②日本超音波医学会　第29回四国地方会　
③第31回肝胆膵外科学会（消化器外科）
※①～③は開催終了、助成金交付済。
④第29回日本循環薬理学会（薬理学）※④は本理事会で決定。
6.学生支援（競争的資金）審査・決定


6月末の締切を1ヶ月延長したが、応募が3件のみであった。申請の3件について、拍手で全会一致で承認された。
更に、年間上限5件までという枠があるが、今年度は3件だけであったため、残りの枠をどのように扱うか審議された。5件の枠を使い切るという規約ではないことと、申込み締切日が決定しているので、申請のあった3件で今年度の募集を打ち切ることが拍手で承認された。

7.法人化に向けて




法人化を進めるか否かが理事会で審議された。
法人化を進める意向の執行部からは、法人化の目的として、現在、卒業生が3200名を超える団体である同窓会は、同窓というつながりを軸とするだけでなく、法人化によって社会的にも透明性のある組織を立ち上げて、対外的な信用を得ることで、会員からの信頼を更に強固なものとし、国公立統合の動きが始まったこの時代に母校が生き残るべく同窓会が支援するということがあるとの説明が行われた。
会費についても、完全未納の会員の会費納入率が改善し、昨今の右肩下がりの会費収入の傾向が持ち直すためにも、現状維持の運営から、法人化を目指す前向きな体制に変えていく必要があると言及した。
これに対し理事から、会費の納入率や会員からの信頼や同窓会への愛着は、法人化とは単純につながらないのではないだろうか、まずは会費を集めることが重要という意見が出た。さらに、法人化して実現したい具体的なビジョンを提示することで、それに共感して会費の納入率が上がることが考えられるので、まずは法人化の先のビジョンが必要であるとする意見があった。また、歴史のある他大学の法人化された同窓会と比較した場合は、自ずと違いがあり、まだ時期尚早の懸念があるという意見も出た。
執行部としては、会費納入率の低下に対し、寄附金収益による収益アップを検討していたが、寄附に対する税金控除がある公益社団法人化は現状では非常に困難であることから、「非営利一般社団法人」を目指し、更に詳しく調査を行うため、プロジェクトチーム（濱本名誉会長、星川洋一副会長、中村丈洋副会長）を立ち上げ、法人化のメリット及びデメリットと方法について研究し、今後の理事会において報告することとなった。
8.次年度会長選挙及び理事選挙について

植村選挙管理委員長に代わって、佐藤会長より、令和2年度は、会長選挙並びに理事選挙の実施年であることが告知され、総会開催日（未定）までの選挙スケジュールの概略が説明された。
9.その他
佐藤会長より、会費未納者への会費納入のお願い文書の差出人名が会長名や事務局よりも、各卒年の理事名を入れた方が受け取った会員の気持ちが納入に傾くのではないかという意見が執行部で出ていることについて、理事へ意見を求めた。
 理事からは、文書の中に、同窓会の実際の活動内容や今後のビジョン、会長の熱い思い、展望等が入り、香川大学が他大学との力関係で大変厳しい状況にあること、運営的にも厳しく何とか同窓会として大学を助けていきたいという趣旨で、だから各卒年としても頑張っていこうということなどを織り込み、協力を呼びかけるよう希望が述べられ、理事名で出すことの承認があった。
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